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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第２四半期連結
累計期間

第77期
第２四半期連結

累計期間
第76期

会計期間

自令和２年
　４月１日
至令和２年
　９月30日

自令和３年
　４月１日
至令和３年
　９月30日

自令和２年
　４月１日
至令和３年
　３月31日

売上高 （百万円） 33,818 25,901 75,265

経常利益 （百万円） 1,050 453 2,952

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 626 160 1,804

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 930 213 2,786

純資産額 （百万円） 34,549 35,926 36,403

総資産額 （百万円） 62,423 57,073 69,649

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 100.97 25.85 5,786.54

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.6 62.1 51.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,047 △100 4,003

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,181 85 △3,617

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △644 △699 3,350

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 8,013 11,871 12,436

回次
第76期

第２四半期連結
会計期間

第77期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自令和２年
　７月１日
至令和２年
　９月30日

自令和３年
　７月１日
至令和３年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 68.09 △17.11

（注）　１　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

３　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用し、当第２四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用し

た後の指標等となっています。

４　第77期第１四半期連結累計期間より金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しています。なお、比

較を容易にするため、第76期及び第76期第２四半期連結累計期間についても、表示単位を千円単位から百万

円単位に変更しています。

２【事業の内容】
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  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

1866/E00175/北野建設/2022年
－3－



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染者数増加により、当社グループの「ホテル事業」「広告代理店事業」の２

事業に影響が及んでいます。

　業績については、16ページ（セグメント情報等）をご確認ください。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営成績等の状況の概要

　当第２四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績（以下、「経営

成績等」という。）及びキャッシュ・フローの状況の概要は次のとおりです。

なお、文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結累計期間末において判断したものです。

　第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を

適用しています。これに伴い、当第２四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高が247百万円減少、「広告代理

店事業」の売上高が257百万円減少しています。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（会計方針の変更）」に記載のとおりで

す。

(1）財政状態及び経営成績の状況

イ．財政状態

（資産の部）

　当第２四半期連結累計期間末における資産の残高は570億73百万円（前期末比18.1％減）となり、前連結会計年

度末に比べ125億75百万円の減少となりました。主な要因としましては、「受取手形・完成工事未収入金等」の減

少によるものです。

（負債の部）

　当第２四半期連結累計期間末における負債の残高は211億46百万円（前期末比36.4％減）となり、前連結会計年

度末に比べ120億99百万円の減少となりました。主な要因としましては、「支払手形・工事未払金等」および「電

子記録債務」の減少によるものです。

（純資産の部）

　当第２四半期連結累計期間末における純資産の残高は359億26百万円（前期末比1.3％減）となり、前連結会計年

度末に比べ４億76百万円の減少となりました。主な要因としましては「利益剰余金」の減少によるものです。

ロ．経営成績

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響下にあり、ワク

チン接種の遅れやデルタ株の拡大により、欧米経済と比較して経済活動の正常化に遅れが見られています。

　現在、足元の感染拡大は落ち着いていますが、経済活動活性化とのバランスに注視していく必要があります。当

社グループが主に事業を展開している建設業界においても、前述の新型コロナウイルス感染症の影響の一つである

資材調達国でのロックダウンによる製造工場の操業の一時停止や、世界的な半導体不足により、海外工事の進捗に

影響を与えています。施工環境では、引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止対策と、労働災害及びその他の

災害事故の発生防止に努める安全衛生管理の両立が求められています。受注環境は、同業他社との競争は激化して

いますが、当社の優位性をもって邁進する所存です。

このような経営環境のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高及び各段階利益は、前年

同期比でそれぞれ減収、減益となりましたが、事業計画策定当初に想定した範囲内にあります。

　かかる状況下におきまして、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結売上高は259億１百万円

（前年同四半期比23.4％減）となりました。損益面につきましては、営業利益が２億31百万円（前年同四半期比

75.9％減）、経常利益が４億53百万円（前年同四半期比56.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益が１億60

百万円（前年同四半期比74.4％減）となりました。
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　セグメントの業績は次のとおりです。

①建設事業　　　　　　当第２四半期連結累計期間における建設事業の業績につきましては、受注高は前年同四半

期と比べ19.2％減の193億円、売上高は前年同四半期比23.5％減の251億35百万円となり、

セグメント利益は前年同四半期比60.8％減の５億19百万円となりました。

②ゴルフ場事業　　　　ゴルフ場事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比34.3％増の１億51百万円と

なり、セグメント利益は34百万円となりました。（前年同四半期は０百万円のセグメント

利益）

③ホテル事業　　　　　ホテル事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比6.3％減の２億82百万円とな

り、セグメント損失については３億53百万円となりました。（前年同四半期は３億83百万

円のセグメント損失）

④広告代理店事業　　　広告代理店事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比36.0％減の３億54百万円

となり、セグメント利益は前年同四半期比614.1％増の17百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は前期末比５億65百万円

減少し、118億71百万円となりました。

　　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の減少１億円（前年同四半期は10億47百万円の増加）の主な内訳は、税金等調整前四半期純

利益による資金の増加３億94百万円および売上債権・仕入債務の増減による資金の増加６億46百万円があった一方

で、法人税等の支払により資金が９億62百万円減少したことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の増加85百万円（前年同四半期は11億81百万円の減少）の主な内訳は、定期預金の預入・払

戻により資金が３億29百万円減少した一方で、投資有価証券の売却により資金が４億２百万円増加したことなどに

よるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少６億99百万円（前年同四半期は６億44百万円の減少）の主な内訳は、配当金の支払に

より資金が６億82百万円減少したことなどによるものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、34百万円です。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（令和３年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（令和３年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,836,853 6,836,853
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 6,836,853 6,836,853 － －

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

令和３年７月１日～

令和３年９月30日
－ 6,836,853 － 9,116 － －
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（５）【大株主の状況】

令和３年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式
を除く。）
の総数に対
する所有株
式数の割合
（％）

一般財団法人北野財団 長野県長野市県町５２４番地 800 12.90

北野管財合同会社 東京都品川区北品川６丁目６番15号 483 7.80

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11番３号 458 7.39

株式会社テル・コーポレーション 東京都渋谷区代々木４丁目42番19号 434 7.00

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 316 5.11

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８ 294 4.76

株式会社三菱UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 294 4.75

株式会社松屋 東京都中央区銀座３丁目６番１号 136 2.20

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１丁目８番12号 119 1.93

浅井　輝彦 東京都目黒区 113 1.83

計 － 3,451 55.65

　（注）上記のほか、自己株式が634千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和３年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 634,900 －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 6,135,300 61,351 －

単元未満株式 普通株式 66,653 － －

発行済株式総数 6,836,853 － －

総株主の議決権 － 61,351 －

　（注）完全議決権株式（その他）の中には、株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式

200株が含まれています。これらによる議決権２個は議決権の個数の計算から除いています。

②【自己株式等】

令和３年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有

株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

北野建設株式会社
長野市県町

524番地
634,957 － 634,957 9.29

計 － 634,957 － 634,957 9.29

　（注）この他に株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権２個）ありま

す。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1)　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載していま

す。

(2)　当社の四半期連結財務諸表に継起される科目その他の事項の金額については、従来千円単位で記載していまし

たが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更しました。な

お、比較を容易にするため、前連結会計年度及び前第２四半期連結累計期間についても、金額の表示単位を千円

単位から百万円単位に変更しています。

２．監査証明について

　　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（令和３年７月１日から令

和３年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（令和３年４月１日から令和３年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和３年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,998 12,762

受取手形・完成工事未収入金等 18,975 9,147

有価証券 16 20

販売用不動産 3,242 3,242

未成工事支出金 1,307 678

開発事業等支出金 78 －

その他の棚卸資産 ※１53 ※１55

その他 2,192 1,252

貸倒引当金 △29 △14

流動資産合計 38,834 27,143

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,196 15,609

土地 10,073 10,073

その他 6,498 6,606

減価償却累計額 △11,770 △11,459

有形固定資産合計 20,998 20,829

無形固定資産 201 190

投資その他の資産

投資有価証券 6,729 6,140

長期貸付金 75 70

退職給付に係る資産 923 938

繰延税金資産 30 13

その他 1,888 1,779

貸倒引当金 △33 △30

投資その他の資産合計 9,613 8,910

固定資産合計 30,814 29,930

資産合計 69,649 57,073
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和３年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 11,094 5,249

電子記録債務 6,773 3,437

短期借入金 4,000 4,000

未払法人税等 1,046 107

未成工事受入金 4,741 3,613

賞与引当金 324 240

その他の引当金 79 79

その他 1,985 1,115

流動負債合計 30,045 17,842

固定負債

退職給付に係る負債 60 62

会員預託金 1,836 1,788

繰延税金負債 1,000 1,164

その他 303 289

固定負債合計 3,200 3,304

負債合計 33,246 21,146

純資産の部

株主資本

資本金 9,116 9,116

資本剰余金 3,188 3,188

利益剰余金 23,384 22,864

自己株式 △1,938 △1,945

株主資本合計 33,751 33,224

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,985 1,889

繰延ヘッジ損益 16 21

為替換算調整勘定 26 166

退職給付に係る調整累計額 124 119

その他の包括利益累計額合計 2,153 2,196

非支配株主持分 498 506

純資産合計 36,403 35,926

負債純資産合計 69,649 57,073
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
　至　令和２年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

売上高

完成工事高 32,554 24,737

兼業事業売上高 1,264 1,163

売上高合計 33,818 25,901

売上原価

完成工事原価 29,669 22,657

兼業事業売上原価 1,060 903

売上原価合計 30,729 23,561

売上総利益

完成工事総利益 2,884 2,080

兼業事業総利益 204 259

売上総利益合計 3,089 2,340

販売費及び一般管理費 ※１2,130 ※１2,108

営業利益 959 231

営業外収益

受取利息 7 2

受取配当金 87 86

為替差益 － 118

会員権引取差額 34 26

その他 18 24

営業外収益合計 147 258

営業外費用

支払利息 22 30

為替差損 8 －

その他 24 5

営業外費用合計 56 36

経常利益 1,050 453

特別利益

投資有価証券売却益 － 123

特別利益合計 － 123

特別損失

投資有価証券評価損 － 182

その他 0 0

特別損失合計 0 183

税金等調整前四半期純利益 1,050 394

法人税、住民税及び事業税 309 55

法人税等調整額 111 168

法人税等合計 421 224

四半期純利益 629 169

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 626 160
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
　至　令和２年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

四半期純利益 629 169

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 323 △96

繰延ヘッジ損益 18 4

為替換算調整勘定 △51 141

退職給付に係る調整額 10 △4

その他の包括利益合計 300 43

四半期包括利益 930 213

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 928 203

非支配株主に係る四半期包括利益 2 9
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
　至　令和２年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,050 394

減価償却費 341 411

退職給付に係る資産負債の増減額（△は減少） △95 △21

賞与引当金の増減額（△は減少） △2 △83

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △16

その他の引当金の増減額（△は減少） △38 △0

受取利息及び受取配当金 △95 △89

支払利息 22 30

為替差損益（△は益） 29 △134

投資有価証券売却損益（△は益） － △123

投資有価証券評価損益（△は益） － 182

売上債権の増減額（△は増加） △2,344 9,831

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △168 707

棚卸資産の増減額（△は増加） 2 0

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,096 977

仕入債務の増減額（△は減少） 861 △9,185

未成工事受入金の増減額（△は減少） 649 △1,128

その他 2,879 △956

小計 994 797

利息及び配当金の受取額 95 95

利息の支払額 △23 △30

法人税等の支払額 △19 △962

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,047 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △791 △891

定期預金の払戻による収入 791 561

有形固定資産の取得による支出 △1,214 △85

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 402

投資有価証券の償還による収入 24 1

貸付けによる支出 △3 △0

貸付金の回収による収入 4 6

その他 8 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,181 85

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △17 △6

配当金の支払額 △620 △682

非支配株主への配当金の支払額 △2 △2

その他 △4 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △644 △699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △41 148

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △820 △565

現金及び現金同等物の期首残高 8,834 12,436

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１8,013 ※１11,871
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【注記事項】

（会計方針の変更）

１　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(１)工事契約に係る収益認識

　工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準を、そ

れ以外の工事については工事完成基準を適用していましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間

にわたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り収益を認識する方法に変更しています。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発

生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っています。また、履行義務の充足に

かかる進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価

回収基準にて収益を認識しています。

　なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契

約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で

収益を認識しています。

(２)代理人取引に係る収益認識

　建設事業及び広告代理店事業に係る収益について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識し

ていましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客か

ら受け取る額から財又はサービスの取引先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従い、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収益認識

基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど

すべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。

　また、収益認識会計基準第86項また書き(１)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前ま

でに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累

積的影響額を第１四半期の期首の利益剰余金に加減しています。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の完成工事高が247百万円減少、兼業事業売上高が257百万円減少し、完

成工事原価が251百万円減少、兼業事業売上原価が257百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益がそれぞれ３百万円増加しています。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（令和２年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従っ

て、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる利益を分解した情報を記載していません。

２　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　令和元年７月４日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　その他の棚卸資産の内訳

前連結会計年度
（令和３年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（令和３年９月30日）

材料貯蔵品 48百万円 50百万円

商品 4 4

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

　前第２四半期連結累計期間
（自  令和２年４月１日

　　至  令和２年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自  令和３年４月１日

　　至  令和３年９月30日）

従業員給料及び手当 682百万円 656百万円

退職給付費用 31 21

賞与引当金繰入額 84 71

減価償却費 173 245

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自  令和２年４月１日
至  令和２年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  令和３年４月１日
至  令和３年９月30日）

現金預金勘定 8,605百万円 12,762百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △591 △891

現金及び現金同等物 8,013 11,871

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　令和２年４月１日　至　令和２年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和２年６月26日

定時株主総会
普通株式 621 100.0  令和２年３月31日  令和２年６月29日 利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　令和３年４月１日　至　令和３年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年６月24日

定時株主総会
普通株式 682 110.0  令和３年３月31日  令和３年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自令和２年４月１日　至令和２年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
　調整額　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高

外部顧客への売上高 32,872 110 301 534 33,818 － 33,818

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 2 0 19 22 △22 －

計 32,873 112 301 554 33,841 △22 33,818

セグメント利益

又は損失（△）
1,326 0 △383 2 945 13 959

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額13百万円は全て、セグメント間取引消去です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

当第２四半期連結累計期間（自令和３年４月１日　至令和３年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
　調整額　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高

一時点で移転される財

又はサービス
828 149 281 335 1,594 － 1,594

一定の期間にわたり移

転される財又はサービ

ス

24,124 － － － 24,124 － 24,124

顧客との契約から生じ

る収益又はサービス
24,953 149 281 335 25,719 － 25,719

その他の収益 182 － － － 182 － 182

外部顧客への売上高 25,135 149 281 335 25,901 － 25,901

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 2 0 18 22 △22 －

計 25,135 151 282 354 25,924 △22 25,901

セグメント利益

又は損失（△）
519 34 △353 17 218 13 231

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額13百万円は全て、セグメント間取引消去です。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更し

ています。

　当該変更により、当第２四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高が247百万円減少、セグメント利

益は３百万円増加し、「広告代理店事業」の売上高が257百万円減少しています。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載の通りです。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

前第２四半期連結累計期間
（自　令和２年４月１日
至　令和２年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　令和３年４月１日
至　令和３年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 100円97銭 25円85銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
626 160

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
626 160

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,209 6,203

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

令和３年11月８日

北野建設株式会社

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

東京都中央区

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 村田　征仁　　㊞

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 吉村　仁士　　㊞

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北野建設株式会

社の令和３年４月１日から令和４年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（令和３年７月１日から令和

３年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（令和３年４月１日から令和３年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北野建設株式会社及び連結子会社の令和３年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。
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・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しています。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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